
9 　　 広報かつやま12月号 №709

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

今
年
も
多
く
の
方
が
勝
山
市
を
訪
れ
、「
田
舎
暮
ら
し
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
６

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　　

勝
山
市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

都
会
か
ら
の
参
加
者
が
市
内
の
各

農
家
か
ら
食
事
と
宿
泊
先
の
提
供

を
受
け
て
、
農
作
業
な
ど
を
手
伝

う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
連
携
し
て
都
市
圏
や
各
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
、
大
学
な
ど
へ
情
報
を

発
信
し
、現
在
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
日

本
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
）
や
京
都
産
業
大
学
、
福
井

工
業
大
学
な
ど
と
友
好
を
深
め
、

参
加
者
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

■
参
加
者
数
は
年
々
増
加

　　

こ
の
事
業
の
参
加
者
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
１
５

０
人
、
今
年
度
も
11
月
末
現
在
で

１
２
８
人
と
、
順
調
に
増
え
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
の
累
計

参
加
者
数
は
６
５
６
人
、
リ
ピ
ー

タ
ー
（
複
数
回
の
参
加
者
）
は
82

人
、
定
住
者
は
５
人
と
、
着
実
に

勝
山
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
「
地
域
再
生
の
お
手
伝
い
」

が
大
人
気

　

今
年
の
参
加
者
は
、
例
年
よ
り

長
期
滞
在
者
が
多
い
状
況
で
す
。

参
加
者
の
20
％
以
上
が
４
泊
以
上

滞
在
し
て
お
り
、
最
長
で
16
泊
17

日
も
の
間
、
勝
山
市
に
滞
在
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休

み
期
間
に
は
大
学
生
の
参
加
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
地
域
再
生
の
お
手
伝

い
」
と
い
う
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

人
気
で
、
特
に
北
谷
町
小
原
区
へ

の
参
加
者
が
多
く
、
参
加
者
は
開

山
式
や
篝
火
祭
な
ど
の
地
区
行
事

の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　農家の方には忙しい中、受け入れしていただ
き深く感謝します。都会に住む人にとって、農
業に対する理解を深める貴重な機会となると思
うので、これからもこの取り組みを継続してい
ただけると幸いです。 （60代・女性）

　農業は想像以上に厳しいと思いましたが、今
までにない経験ができてとても良かったです。
全ての人が本当に親切で優しく接してくださ
り、うれしかったです。本当に楽しかったです。

（10代・女性）

　牛の放牧最高！牧場の方々も個性的なキャラ
（笑）の方たちで、とっても楽しかったです。
ありがとうございました！ （30代・女性）

【参加者の声】

参加者の内訳（11月末現在）

性　別 人　数 年　代 人　数

男 67 10代 17

女 61 20代 81

計 128 30代 21

40代 8

職　業 人　数 50代 0

社会人 35 60代 1

学　生 83 計 128

その他 10

計 128

体験の内容 人　数

地域再生のお手伝い 57

ジャージー牛のお世話 28

農家さんのお仕事 25

古民家の再生 8

耕作放棄地の再生 6

恐竜公園での作業 4

計 128

※ 複数の内容を体験した方は、主に体験した
プログラムで集計しています

ニンニクの収穫（荒土町）ニンニクの収穫（荒土町）

牛のお世話（平泉寺町）牛のお世話（平泉寺町）
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平成25年度 人権啓発活動 地方委託事業

ことばの贈り物
“ありがとうメッセージ”

入賞作品発表
　身近な暮らしの中で感じた“感謝の気持ち”や“伝
えたい思い”などを、39（サンキュー）文字以内
で表した“ありがとうメッセージ”を募集したとこ
ろ、899点の応募がありました。その中から選ばれ
た優秀賞作品と入選者をご紹介します。

（順不同、敬称略）

ありがとうメッセージ入賞作品展

◆勝山郵便局　　　12月17日㈫～平成26年1月21日㈫
◆勝山サンプラザ　平成26年1月23日㈭～ 2月13日㈭
◆勝山市立図書館　平成26年2月15日㈯～ 3月13日㈭

※入賞作品は市のホームページでご紹介しています

おおきいおじいちゃんへ
はたけをたがやしてくれてありがとう。つくっ
てくれたやさいをのこさずにたべるよ。

りゅうしんより
（鹿谷小学校１年　吉田　龍真）

おばあちゃんへ
おこっていじわるしても、何も言わないでやさ
しくしてくれるおばあちゃん、ありがと。

玉木　まこ人より
（荒土小学校２年　玉木　誠人）

ソフトのかんとく、コーチへ
低学年の時、泣き虫だったぼくをキャプテンに
選んでくれてありがとう。がんばるよ！

清水　陽樹より
（北郷小学校６年　清水　陽樹）

大切なおばあちゃんへ
ぼくのおばあちゃんを一言で言うと、「大切な
存在」です。またたくさん孝行するね！

おばあちゃんが大切で大好きな大晟より
（勝山北部中学校１年　西脇　大晟）

母へ
部活帰りの泥だらけのユニフォーム、白くなる
まできれいに洗ってくれてありがとう。

やまとより
（勝山南部中学校２年　米村　岳斗）

３組のクラスの皆さんへ
学校に行けていなかった自分を、温かくクラス
に迎え入れてくれて本当にありがとう。

青木より
（勝山中部中学校３年　青木　優弥）

おかあさんへ
かわいい弟をうんでくれてありがとう。兄弟な
かよくするよ。お手つだいもするからね。

さいとう　ちさきより
（鹿谷小学校３年　齊藤　千桜）

いもうとへ
ぼくが、へこんでるとき、わらわせてくれてあ
りがとう。ぼくは、元気になります。

せいやより
（北郷小学校４年　田中　誠也）

お母さんへ
私はママの金魚のふん。どこでも一緒。だって
くっついているとホッとするんだもん。

風かより
（村岡小学校４年　小寺　風樺）

齋藤　斗亜（村岡小１）　　　仲谷　優来（北郷小１）
森下　倫瑠（成器西小１）　　中村　翔音（北郷小２）
仲谷　有生（北郷小２）　　　清水　蒼空（北郷小３）
古川　心温（成器西小３）　　黒原　京梅（成器西小４）
島田　晴華（鹿谷小４）　　　鈴木　春奈（荒土小５）
乾　　雄凱（北郷小５）　　　前田陽世里（北郷小６）
島田　侑奈（鹿谷小６）　　　小田桐奈海（三室小６）
木船由梨奈（勝山南部中１）　笹木　紅羽（勝山南部中１）
小田英里香（勝山中部中２）　竹内　健人（勝山南部中２）
中村　仁美（勝山中部中３）　白崎　愛香（勝山中部中３）

お母さんへ
何か出来たら「私の自まんの子」とほめてくれ
る。その言葉が次に何でも出来るま法。

明希より
（成器西小学校５年　金巻　明希）

入　選

問　未来創造課（市役所２階）☎88 ｰ 1115


